
常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
状
況

特
別

○
企
画
総
務
委
員
会

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
及
び
関
係
政

省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正

を
行
う
も
の
。
今
回
の
改
正
は

個
人
市
民
税
に
関
す
る
も
の
だ

け
で
あ
り
、
主
な
内
容
と
し
て

は
①
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る

均
等
割
非
課
税
措
置
の
段
階
的

廃
止
②
高
齢
者
に
対
し
て
も
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
応
能
負
担
を

い
た
だ
く
年
金
課
税
等
の
見
直

し
③
土
地
・
建
物
等
の
譲
渡
益

課
税
の
見
直
し
④
株
式
譲
渡
課

税
の
見
直
し
な
ど
で
あ
る
。

【
質
疑
応
答
】
老
年
者
控
除
の

廃
止
に
つ
い
て
は
、
従
来
1
千

万
円
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
に

は
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

現
役
世
代
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
年
齢
に
よ
る
一
律
控
除

を
廃
止
し
て
所
得
に
応
じ
た
負

担
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
。

年
金
課
税
等
の
見
直
し
の
影

響
額
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上

の
夫
婦
2
人
と
い
う
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
で
、
年
金
額
が
240
万
円
の

方
は
影
響
が
な
い
。
62
％
の
方

が
こ
こ
に
該
当
す
る
。
年
金
額

が
300
万
円
に
な
る
と
現
行
9
千

円
が
4
万
2
千
円
に
、
360
万
円

に
な
る
と
現
行
2
万
7
千
円
が

6
万
2
千
円
に
増
額
に
な
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
な
り
す
ま
し
等
別
人
に

よ
る
虚
偽
申
請
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、
印
鑑
登
録
申
請
時
の

申
請
者
及
び
代
理
人
の
本
人
確

認
方
法
を
よ
り
厳
格
化
さ
せ
る

も
の
。
印
鑑
登
録
等
の
申
請
に

際
し
、
官
公
署
発
行
の
写
真
つ

き
証
明
書
の
提
示
が
な
い
場
合
、

文
書
に
よ
る
照
会
書
を
郵
送
し

そ
れ
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
が
、

そ
の
際
市
長
が
適
当
と
認
め
る

本
人
確
認
書
類
を
持
参
さ
せ
る

ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
口
頭
で

質
問
を
行
っ
て
補
足
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
定
め
る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
市
長
が
認
め
る

本
人
確
認
書
類
と
は
、
健
康
保

険
証
、
地
方
公
共
団
体
が
交
付

す
る
養
育
手
帳
、
生
活
保
護
受

給
者
証
、
年
金
手
帳
、
預
金
通

帳
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

○
文
教
委
員
会

「
市
立
学
校
施
設
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
趣
旨
】
け
や
き
小
学
校
に
お
け

る
学
校
施
設
使
用
料
を
有
料
化

す
る
と
と
も
に
、
使
用
料
の
免

除
及
び
減
額
を
行
う
た
め
の
関

連
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

【
説
明
】
け
や
き
小
学
校
は
、

本
格
的
な
地
域
開
放
型
小
学
校

と
し
て
建
て
か
え
ら
れ
、
通
常

の
小
学
校
よ
り
施
設
面
で
整
備

さ
れ
て
い
る
。
施
設
の
使
用
に

当
た
っ
て
は
応
分
の
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
。

【
質
疑
応
答
】
建
て
か
え
が
予

定
さ
れ
て
い
る
青
嵐
中
学
校
に

つ
い
て
も
、
有
料
化
を
前
提
と

し
た
市
民
開
放
型
施
設
を
想
定

し
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
か
か

わ
る
活
動
団
体
の
使
用
料
の
免

除
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

社
会
教
育
団
体
を
原
則
無
料

と
す
る
他
市
の
事
例
も
あ
る

が
、
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り

減
免
を
差
し
控
え
る
と
す
る
使

用
料
適
正
化
方
針
に
よ
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
教
科
用
図
書
採
択
に
際
し
教

科
担
当
教
員
の
専
門
性
を
有
効

活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
維
持

を
求
め
る
陳
情
」

「
教
科
用
図
書
採
択
に
際
し
保

護
者
代
表
の
委
員
の
選
考
法
の

変
更
を
求
め
る
陳
情
」

【
質
疑
応
答
】
各
校
の
代
表
教

員
と
教
科
書
選
定
委
員
会
委
員

1
名
に
て
各
教
科
ご
と
に
設
置

さ
れ
る
調
査
部
会
か
ら
、
3
種

類
の
教
科
書
が
選
定
委
員
会
に

推
薦
さ
れ
、
前
回
は
選
定
委
員

会
で
2
種
類
に
絞
り
込
ん
だ

が
、
こ
の
絞
り
込
み
の
規
定
は

要
綱
か
ら
削
除
し
た
。

代
表
者
選
考
に
つ
い
て
要
綱

上
は
「
保
護
者
」
と
な
っ
て
お

り
、
特
別
に
特
定
組
織
の
代
表

を
選
ぶ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

今
回
は
公
募
し
た
が
応
募
が
な

か
っ
た
た
め
、
校
長
会
の
会
長

と
副
会
長
に
働
き
か
け
、
保
護

者
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
。
公

募
の
P
R
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
た
い
。

【
意
見
】
選
定
に
当
た
っ
て
絞

り
込
み
を
や
め
た
現
在
の
形
で

教
師
の
専
門
性
の
活
用
に
つ
い

て
は
一
定
程
度
維
持
で
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
願
意

に
沿
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

○
厚
生
委
員
会

「
市
立
児
童
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
趣
旨
】
住
吉
学
童
ク
ラ
ブ
の

小
学
校
余
裕
教
室
の
利
用
に
伴

う
移
転
と
向
台
第
二
学
童
ク
ラ

ブ
の
新
設
に
伴
い
条
文
を
改
め

る
も
の
。

【
質
疑
応
答
】
住
吉
学
童
ク
ラ

ブ
は
住
吉
小
学
校
内
に
移
設

し
、
面
積
は
92
㎡
か
ら
150
㎡

に
、
定
員
は
47
名
か
ら
50
名
と

す
る
予
定
。
第
二
学
童
ク
ラ
ブ

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

向
台
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
恒

久
的
施
設
確
保
ま
で
と
し
て
向

台
小
学
校
内
の
2
教
室
を
借
用

し
て
い
た
も
の
を
さ
く
ら
の
園
跡

に
移
設
す
る
も
の
で
、
現
施
設

は
小
学
校
に
お
返
し
す
る
。

向
台
学
童
ク
ラ
ブ
の
上
に
児

童
館
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
確
か
に
検
討
事
項
と
な

っ
て
い
る
が
、
公
共
施
設
の
適

正
配
置
と
い
う
視
点
か
ら
、
人

口
18
万
に
13
児
童
館
は
十
分
満

た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今

後
は
子
育
て
支
援
計
画
の
提
言

に
沿
っ
て
関
連
部
署
と
も
連
携

を
と
り
な
が
ら
効
率
的
・
効
果

的
に
各
小
学
校
に
子
ど
も
の
遊

び
の
場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

○
建
設
環
境
委
員
会

「
大
規
模
小
売
店
舗
（
イ
オ
ン
）

の
営
業
時
間
に
関
す
る
陳
情
」

「
イ
オ
ン
西
東
京
田
無
店
出
店

に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
イ
オ
ン
西
東
京
田
無

店
の
営
業
時
間
（
計
画
24
時
間

営
業
）
の
短
縮
・
周
辺
交
通
の

安
全
確
保
等
に
つ
い
て
都
に
意

見
書
を
提
出
す
る
な
ど
、
市
と

し
て
の
対
応
を
求
め
る
。

【
説
明
】
三
共
製
薬
跡
地
に
出

店
が
予
定
さ
れ
て
い
る
イ
オ
ン

西
東
京
田
無
店
は
、
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
の
対
象
と
な

り
、
市
は
9
月
10
日
ま
で
に
都

に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
る
。
都
は
、
イ
オ
ン

が
都
に
新
設
の
届
け
出
を
行
っ

た
3
月
31
日
か
ら
8
カ
月
以
内

に
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
イ
オ

ン
に
通
知
す
る
。
こ
の
内
容
が

適
正
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
、
都
は
勧
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
さ
ら
に
こ
れ
に
従
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
質
疑
応
答
】
市
の
対
応
と
し

て
は
、
現
在
庁
内
で
調
整
会
議

を
開
催
し
、
各
所
管
に
意
見
照

会
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
が
出

て
き
た
段
階
で
再
度
調
整
会
議

を
開
き
、
意
見
調
整
を
行
う
。

【
意
見
】
子
ど
も
の
通
学
路
、

青
少
年
の
非
行
、
交
通
問
題
、

環
境
問
題
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
検
討
し
、
近
隣
の

方
々
の
要
望
を
で
き
る
だ
け
反

映
で
き
る
よ
う
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

企
画
総
務
委
員
会

文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会
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委員会の主な審査状況常任
特別

建
設
環
境
委
員
会

【
結
果
】「
陳
情
の
趣
旨
を
勘
案

し
て
可
能
な
範
囲
で
努
力
さ
れ

た
い
」
と
の
意
見
を
付
し
て
趣

旨
採
択

○
駅
周
辺
再
開
発
等
特
別
委
員
会

「
保
谷
都
市
計
画
事
業
保
谷
駅

南
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
施
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
趣
旨
】
西
東
京
都
市
計
画
の

決
定
に
伴
い
、
名
称
を
西
東
京

都
市
計
画
事
業
保
谷
駅
南
口
第

一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
改

め
る
も
の
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
保
谷
駅
南
口
再
開
発
計
画
の

縮
小
を
求
め
る
陳
情
」

【
趣
旨
】
第
Ⅱ
街
区
を
対
象
区
域

か
ら
除
外
し
、
ま
た
、
ペ
デ
ス

ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
計
画
を
除
外

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
説
明
】
本
事
業
は
、
第
Ⅰ
街

区
、
第
Ⅱ
街
区
及
び
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
を
一
体
的
な
も

の
と
し
て
計
画
し
て
い
る
た

め
、
第
Ⅱ
街
区
と
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
を
除
外
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

【
質
疑
応
答
】
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
等

を
配
慮
し
て
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
を
2
階
に
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
商
業
展
開
上
の
配

慮
か
ら
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

施
設
整
備
費
は
、
試
算
で
第

Ⅰ
街
区
約
25
億
円
、
第
Ⅱ
街
区

約
16
億
円
、
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
約
11
億
円
、
広
場
内
の

関
係
事
業
費
が
補
償
費
を
含
め

て
約
32
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
西
武
鉄
道
と
は
、
広
場
の

約
6
分
の
1
の
負
担
等
を
協
議

し
て
い
る
。
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
は
、
利
用
者
の
利
便
性

や
憩
い
の
場
の
確
保
な
ど
の
点

か
ら
再
検
討
し
た
た
め
、
建
設

費
が
増
額
に
な
っ
た
。

【
結
果
】
賛
成
少
数
で
不
採
択

けやき小学校（芝久保町5丁目）

住吉学童クラブに通う子どもたち

保谷駅南口商店街 三共製薬跡地

駅
周
辺
再
開
発
等

特

別

委

員

会

掲
示
板

電
子
掲
示
板
。B
B
S

（Bulletin
Board

System

）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な
ど

で
不
特
定
多
数
の
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
等
を
書
き

込
み
、意
見
交
換
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
す

る
仕
組
み
。利
用
者
の
登
録

や
制
限
を
設
け
て
い
る
も

の
も
あ
る
が
、全
く
自
由
に

利
用
で
き
る
も
の
も
多
い
。

チ
ャ
ッ
ト

本
来
は「
お
し
ゃ
べ
り
」

の
意
味
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
キ
ー
ボ
ー
ド
と
モ
ニ

タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
同
時

に
複
数
の
人
が
文
字
で
会

話
す
る
機
能
。

D
V(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス)

一
般
的
に
は「
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
が
、妻
や
恋
人
に
対

し
て
振
る
う
暴
力
」の
こ
と

を
い
う
。夫
婦
間
や
恋
人
間

と
い
っ
た
親
密
な
関
係
で
、

暴
力
な
ど
に
よ
り
一
方
が

他
方
を
継
続
的
に
支
配
し
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
。

日
本
で
は
、子
か
ら
親
へ

の
暴
力
で
あ
る「
家
庭
内
暴

力
」と
の
混
同
を
避
け
る
た

め
に
こ
の
表
現
が
そ
の
ま

ま
使
用
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

乳
が
ん
を
診
断
す
る
方

法
の
一
つ
で
、乳
腺
・
乳
房

専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
い
う
。撮
影
に
よ
る
放
射

線
が
極
め
て
少
な
く
、人
体

に
及
ぼ
す
危
険
性
は
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、触
っ
て
も
わ

か
ら
な
い
よ
う
な
早
期
の

小
さ
な
乳
が
ん
は
も
ち
ろ

ん
、し
こ
り
を
つ
く
ら
な
い

乳
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

用
語
の
解
説


